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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，聴覚障害者と健聴者がテキストから受け取るセンチメント（印象）の差異
を分析・提示することで，聴覚障害者のための情報獲得支援技術の確立を目指した．具体的には，聴覚障害者と健聴者
が感じる印象差異の調査，聴覚障害者向けの印象辞書の構築とテキスト印象値の算出，聴覚障害者の閲覧習慣に適合し
た印象可視化手法の開発，すべての印象を含む網羅的印象検索手法の提案といった4つのサブテーマを行った．

研究成果の概要（英文）：This project aims at the establishment of information acquisition assistive techno
logy for the hearing impaired by analyzing and presenting the sentiment (impression) difference from text 
data between the hearing-impaired and hearing people. Specifically, four sub-themes are conducted: the inv
estigation of impression difference between them, the construction of impression dictionary for the hearin
g impaired and the calculation of impression values of text data, the development of impression visualizat
ion suitable for viewing habits of the hearing impaired, the proposal of comprehensive web search techniqu
e including all the impressions.

研究分野：

科研費の分科・細目：

工学

キーワード： 情報工学　情報システム　感性情報学　印象分析　聴覚障害者　情報獲得支援

メディア情報学・データベース



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 聴覚障害者は，音声によって提供される情

報を理解できないため，日常的に情報から疎

外されている場合が多い．このため，軽度の

難聴者まで含めると日本で約600万人いると

言われている聴覚による情報獲得に支障が

ある人々に対して，視覚による代替手段を用

いて情報を提供するという情報保障に関す

る技術や研究が進められてきた．しかし，こ

れまでの技術や研究は，手話通訳や要約筆記

などの保障手段による基本的な意思疎通を

目的とするものにすぎない．聴覚障害により，

獲得されにくい語彙（例えば，抽象的な語彙）

や，生活に必要な語彙であっても獲得されな

い語彙があるため，聴覚障害者はテキストの

情報源（新聞記事，ウェブページやブログな

ど）からの情報獲得能力も低下する傾向があ

る．聴覚障害者と健聴者では，同じテキスト

からでも受けるセンチメント（印象）が異な

る可能性がある．また，テキストを作成する

側（書き手）とテキストを閲覧する側（読み

手）の一方は健聴者で，もう一方は聴覚障害

者である場合は，情報が伝わらない状況に陥

る可能性がある．その溝を埋めるためには，

テキストから聴覚障害者と健聴者の感じる

センチメント（印象）の差異を発見し提示す

ることが不可欠である．本研究課題では，セ

ンチメントといった深層的な情報を伝える

コミュニケーション支援技術の実現を目的

とし，広い意味での情報保障に貢献しようと

するものである． 

 一方で，テキストから印象や評価といった

主観的な情報を抽出しようというセンチメ

ント分析に関する研究が盛んに進められて

きた．研究代表者の過去の研究では，新聞記

事における任意の単語と特定の印象語群と

の共起関係に基づいて印象辞書を印象軸

（「楽しい⇔悲しい」や「承認⇔拒否」など

のセンチメントの種類）ごとに構築し，地域

間や新聞社間のセンチメント差異を提示す

るシステムを開発した．本研究課題では，こ

のシステム開発の経験を活かして，聴覚障害

者に特化したセンチメント分析技術に取り

組む． 

 
２．研究の目的 

 本研究課題では，聴覚障害者と健聴者がテ

キストから受け取るセンチメント（印象）の

差異を分析・提示することで，聴覚障害者の

ための情報獲得支援技術の確立を目指し，以

下のような内容について研究を行った． 

 
(1) 聴覚障害者と健聴者が感じる印象差異の

調査：聴覚障害者と健聴者がテキストから感

じる印象の強さに差異があるかどうか，どの

ような差異があるかを調査した． 

 
(2) 聴覚障害者向けの印象辞書の構築とテキ

スト印象値の算出：楽しい⇔悲しい，うれし

い⇔怒り，のどか⇔緊迫という 3 種類の印象

を対象に，印象の種類ごとに印象辞書を構築

した．また，テキストを読んだ人々が感じる

印象の強さを数値的に求めるための手法を

提案した． 

 
(3) 聴覚障害者の閲覧習慣に適当した印象可

視化手法の開発：新聞記事中のキーワードが

持つ印象の種類と強さに合わせて，キーワー

ドの色とサイズを変化させるテキスト印象

可視化システムを提案した． 

 
(4) すべての印象を含む網羅的印象検索手法

の提案：検索キーワードに対する印象を抽出

するのと同時に，検索キーワードとの関連性

が高くかつ全ての印象を含む Web ページの

取得方法を提案した． 

 
３．研究の方法 

(1) 20 人の聴覚障害者と 5 人の健聴者を対象

に，100 件の新聞記事のそれぞれについて，



感じる 3 種類（楽しい⇔悲しい，うれしい⇔

怒り，のどか⇔緊迫）の印象の強さを 7 段階

で評価するというアンケート調査を行い，聴

覚障害者が受ける印象の強さの平均値と健

聴者が受ける印象の強さの平均値に有意な

差があるかを有意水準 0.05 で検定した． 

 
(2) 楽しい⇔悲しい，うれしい⇔怒り，のど

か⇔緊迫という 3種類の印象が独立ではない

点に着目し，各印象辞書を用いて算出される

テキストの印象値から，それぞれの印象値を

算出し直すというアプローチを試みた．単語

unigram と単語 bigram の 2 種類の特徴量を

定義し，6 つの印象辞書（3 種類の印象×2

種類の特徴量）を構築し，各印象辞書を用い

て算出されるテキストの印象値を説明変数

（6 個），アンケート調査に基づいて数値化さ

れるテキスト本来の印象値を目的変数とす

る重回帰分析を印象の種類ごとに行い，対応

関係を重回帰式という形式で定式化するこ

とで，印象値をより高精度に算出し直した． 

 
(3) 印象の種類をキーワードの文字色や背景

色，枠線色で表現し，印象の強さを色の濃淡

や文字サイズ，枠線の太さで表現することで，

テキストの印象可視化を行った．印象の種類

に応じ，ポジティブな印象（楽しい，うれし

い，のどか）を暖色（黄色，オレンジなど）

で，ネガティブな印象（悲しい，怒り，緊迫）

を寒色（水色，青色）で表し，印象の強さを

文字色の濃淡や，背景色の濃淡，枠線色の濃

淡，文字サイズ，枠線の太さと対応させた． 

 
(4) 検索結果のタイトルとスニペットに対し

て，これまでに開発した印象辞書を用いて各

検索結果の記事に対する印象値を算出し，楽

しい⇔悲しい，うれしい⇔怒り，のどか⇔緊

迫という 3 種類の印象を対象に，印象値の最

大値と最小値を含む記事を検出し，それらか

ら抽出した特徴語を関連語として Web ペー

ジを再検索することで，網羅的印象検索を行

った． 

 
４．研究成果 

(1) アンケート調査の分析結果より，同じ新

聞記事からでも感じる印象の強さに聴覚障

害者と健聴者間の差異が約 50%の確率で発

生することが示された．その際，異なる極性

の印象を受けているか，同じ極性の印象でも

聴覚障害者が感じる印象の強さが健聴者よ

り弱い傾向が示された．詳細な分析結果を表

1 と表 2 に示す． 

 
表 1: t 検定（有意水準 0.05）の結果 

印象軸 総記事

数 

有意差

がある

記事数 

有意傾

向があ

る記事

数 

有意差

がない

記事数 

楽しい 

悲しい 
100 36 10 54 

嬉しい 

怒り 
100 34 7 59 

のどか 

緊迫 
100 42 9 49 

 
表 2: 有意差がある記事の分類 

印象軸 有意差

がある

記事数 

極性が

反転す

る記事

数 

極性が

一致で

健聴者

の印象

が強い

記事数 

極性が

一致で

聴覚障

害者の

印象が

強い記

事数 

楽しい 

悲しい 
36 25 

(69%) 

10 

(28%) 

1 

(3%) 

嬉しい 

怒り 
34 25 

(74%) 

7 

(21%) 

2 

(5%) 

のどか 

緊迫 
42 28 

(67%) 

12 

(29%) 

2 

(4%) 

 



(2) 未知データに対する提案手法の精度を 5

分割交差検定により調べてみたところ，単語

unigram を用いた場合は，それぞれの印象に

おける平均誤差は１～７の 7 段階評価スケー

ルにおいて 0.60，0.49，0.52 であった．先行

研究で提案した手法の平均誤差は 0.69，0.49，

0.64 であったので，うれしい⇔怒りに対して

は同じ誤差を保ちつつ，楽しい⇔悲しい，の

どか⇔緊迫に対する誤差が大幅に改善され

た．同様に，単語 bigram を用いた場合は，

平均誤差は先行研究の 0.75，0.61，0.70 から

提案手法の 0.65，0.61，0.58 まで改善された． 

 
(3) テキストの印象可視化により，テキスト

が伝わる印象を強化し，聴覚障害者の情報獲

得を支援できた．具体的には，6 種類の印象

可視化手法（表 3）を実現した．手法 A で印

象可視化した結果の一例を図 1 に示す． 

 
表 3: 印象可視化手法 

手法 ID 印象種類の 

表現方法 

印象値大きさの 

表現方法 

A 文字色 文字サイズ 

B 背景色 文字サイズ 

C 枠線色 文字サイズ 

D 枠線色 枠線太さ 

E 背景色 背景色濃淡 

F 枠線色 枠線色濃淡 

 

 

図 1: 新聞記事の印象可視化 

 
(4) 検索キーワードに対するメジャーな印象

だけではなく，マイナーな印象など，検索キ

ーワードとの関連性が高くかつ全ての印象

を含む Web ページを発見できた．実験結果

の一例を図 2 に示す．従来の検索手法での偏

った印象分布を持つ検索結果に対して，より

多くの印象を網羅した分布を持つ検索結果

をユーザに提供できた． 

 

 
図 2: 既存検索手法と提案検索手法との比較 
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